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O　
謝
霊
運
『
仏
影
銘
」
訳
注
稿
(上
)
鵜
飼
光
昌
六
朝
期
に
お
け
る
代
表
的
詩
人
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
謝
霊
運
(
踊
～
鰯
年
)
は
、
『
金
剛
般
若
経
』
の
注
釈
事
業
、
南
本
『
涅
槃
経
』
の
治
定
、
ま
た
竺
道
生
の
頓
悟
成
仏
説
の
祖
述
等
、
仏
教
思
想
に
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文
学
に
仏
教
思
想
が
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
近
年
い
く
つ
か
の
興
味
あ
る
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
の
小
論
に
お
い
て
は
、
謝
霊
運
の
文
学
と
仏
教
の
関
係
を
考
察
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
前
回
に
引
き
続
き
、
廬
山
の
慧
遠
の
懇
請
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
『
仏
影
銘
井
序
』
を
取
り
上
げ
た
い
。
『
仏
影
銘
』
に
は
、
法
身
と
そ
の
応
現
に
対
す
る
理
解
、
般
舟
三
昧
に
よ
る
見
仏
、
ま
た
一
闡
提
の
観
念
な
ど
、
謝
霊
運
の
仏
教
思
想
を
窺
う
う
え
で
極
め
て
興
味
あ
る
問
題
が
内
包
さ
れ
て
い
る
ぼ
か
り
で
は
な
く
、
さ
ら
に
ま
た
銘
中
に
見
え
る
清
新
な
山
水
の
描
写
は
、
後
に
数
多
く
生
み
出
さ
れ
る
山
水
詩
の
萠
芽
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
「
序
」
の
部
分
と
「
銘
」
の
部
分
の
前
後
二
回
に
分
け
て
訳
注
を
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
難
解
な
六
朝
期
の
文
章
の
こ
と
ゆ
え
、
も
と
よ
り
不
明
の
箇
所
も
少
な
く
な
い
。
大
方
の
御
示
教
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
【
原
文
】
①
仏
影
銘
井
序
謝
霊
運
②
夫
大
慈
弘
物
、
因
感
而
接
、
接
物
之
縁
、
端
緒
不
一
、
難
以
形
檢
、
易
以
理
測
、
故
已
備
載
経
伝
、
③
④
⑤
具
著
記
論
矣
、
雖
舟
壑
緬
謝
、
像
法
猶
在
、
感
運
欽
風
、
日
月
弥
深
、
⑥
⑦
⑧
法
顕
道
人
、
至
自
祗
疸
、
具
説
仏
影
、
偏
為
霊
奇
、
幽
巌
堪
壁
、
若
有
存
形
、
容
儀
端
荘
、
相
好
具
足
、
莫
知
始
終
、
常
自
湛
然
、
⑨
⑩
廬
山
法
師
、
聞
風
而
悦
、
於
是
随
喜
幽
室
、
即
考
空
巌
、
北
枕
峻
嶺
、
南
映
彪
澗
、
墓
擬
遺
量
、
寄
託
青
和
豈
唯
象
形
也
篤
故
亦
伝
心
者
極
渠
道
秉
道
麺
遠
宣
音
心旨
命
余
制
鏑
以
充
刊
刻
、
　
古
銘
所
始
、
寔
由
功
被
、
未
有
道
宗
崇
大
、
若
有
此
之
比
、
豈
浅
思
膚
学
所
能
宣
述
、
事
経
徂
謝
、
永
眷
罔
已
、
輒
磬
竭
劣
薄
、
以
諾
心
許
、
徽
猷
秘
奥
、
万
不
写
一
、
庶
推
誠
心
、
頗
感
群
物
、
飛
鶚
　
　
有
革
音
之
期
、
闡
提
獲
自
抜
之
路
、
当
相
尋
於
浄
土
、
解
顔
於
道
場
、
聖
不
我
欺
、
致
果
必
報
、
援
筆
興
言
、
情
百
其
慨
、
【
訓
読
】
な
ら
①
仏
影
銘
井
び
に
序
謝
霊
運
ひ
と
ひ
ろ
も
と
め
よ
ひ
と
い
っ
夫
れ
大
慈
の
物
に
弘
ま
る
や
、
感
に
因
り
て
接
す
る
も
、
物
に
接
す
る
の
縁
、
端
緒
、
一
な
ら
ず
。
は
か
か
た
　
　
は
か
や
す
す
で
つ
ぶ
の
っ
ぷ
形
を
以
て
檢
る
こ
と
難
く
、
理
を
以
て
測
る
こ
と
易
し
。
故
に
己
に
備
さ
に
経
伝
に
載
せ
、
具
さ
に
あ
ら
し
ゆ
う
が
く
は
る
さ
　
　
い
え
　
　
あ
つ
つ
し
記
論
に
著
わ
さ
る
。
舟
壑
、
緬
か
に
謝
る
と
雖
ど
も
、
像
法
、
猶
お
在
り
。
運
を
感
じ
、
風
を
欽
む
い
よ
⑤
に
、
日
月
、
弥
い
よ
深
し
。
⑥
⑦
よ
つ
ぶ
ひ
と
⑧
ゆ
う
が
ん
か
ん
べ
き
法
顕
道
人
、
祗
疸
自
り
至
り
、
具
さ
に
仏
影
の
偏
え
に
霊
奇
た
る
を
説
く
。
幽
巌
堪
壁
に
形
を
存
ご
と
な
お
の
ず
か
す
る
こ
と
有
る
が
若
く
、
容
儀
端
荘
に
し
て
、
相
好
具
足
し
、
始
終
を
知
る
こ
と
莫
く
、
常
に
自
ら
湛
然
た
り
。
　
よ
ろ
こ
廬
山
法
師
、
風
を
聞
き
て
悦
び
、
是
に
於
て
幽
室
に
随
喜
し
、
即
ち
空
巌
を
考
う
。
北
の
か
た
峻
の
ぞ
ひ
よ
う
か
ん
は
　
ロ
　
ッ
あ
た
か
た
ど
嶺
に
枕
み
、
南
の
か
た
彪
澗
に
映
ゆ
。
遺
量
を
慕
擬
し
、
青
采
に
寄
託
す
。
豈
に
唯
だ
形
を
象
る
こ
あ
つ
も
と
こ
と
き
わ
の
と
篤
き
の
み
な
ら
ん
や
。
故
よ
り
亦
た
心
を
伝
え
る
者
極
ま
れ
り
。
道
秉
道
人
、
遠
く
意
旨
を
宣
　
つ
く
あ
べ
、
余
に
命
じ
て
銘
を
制
ら
し
め
、
以
て
刊
刻
に
充
つ
。
い
に
し
え
⑬
ま
こ
と
そ
な
わ
よ
いま
み
ち
か
ご
と
古
の
銘
の
始
ま
る
所
、
寔
に
功
の
被
る
に
由
る
。
未
だ
道
宗
の
崇
大
な
る
こ
と
此
く
の
若
き
の
た
ぐ
あ
そ
し
や
ふ
え
い
け
ん
比
い
有
ら
ず
。
豈
に
浅
思
膚
学
の
能
く
宣
述
す
る
所
な
ら
ん
や
。
事
、
徂
謝
を
経
れ
ど
も
、
永
眷
、
や
な
す
な
わ
け
い
け
つ
き
ゆ
う
已
む
こ
と
罔
し
。
輒
ち
劣
薄
を
磬
竭
し
、
諾
を
以
て
心
に
許
す
も
、
徽
猷
の
秘
奥
は
万
に
一
を
写
さ
こ
い
ね
が
お
す
ご
ぷ
ひ
き
よ
う
と
き
　
　
せ
ん
だ
い
ず
。
庶
わ
く
は
誠
心
を
推
し
て
、
頗
る
群
物
を
感
じ
、
飛
鶚
も
革
音
の
期
を
有
し
、
闡
提
も
自
抜
み
ち
え
ム　
ま
さ
あ
ざ
む
の
路
を
獲
、
当
に
浄
土
を
相
尋
ね
て
、
道
場
に
解
顔
す
べ
け
ん
ご
と
を
。
聖
は
我
れ
を
欺
か
ず
、
果
こ
た
ひ
お
こ
ご
こ
ろ
な
げ
き
お
お
を
致
し
て
必
ず
報
え
ん
。
筆
を
援
き
て
言
を
興
さ
ん
と
す
る
に
、
情
に
其
の
慨
を
百
く
す
。
【
試
訳
】
0
仏
影
銘
な
ら
び
に
序
謝
霊
運
ひ
と
び
と
も
と
め
そ
も
そ
も
(仏
の
)
大
い
な
る
慈
悲
が
物
に
ゆ
き
わ
た
る
の
は
、
(
衆
生
の
)
感
に
こ
た
え
て
、
(
仏
の
大
慈
が
衆
生
に
)
近
づ
く
か
ら
で
あ
る
が
、
(大
慈
が
)
衆
生
に
近
づ
く
縁
を
考
え
る
と
、
い
と
ぐ
ち
か
す
が
た
そ
の
端
緒
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
(仏
が
こ
の
世
界
に
応
現
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
仮
り
の
)
お
形
に
よ
　
か
ん
が
っ
て
(
大
慈
の
現
わ
れ
を
)
檢
え
る
こ
と
は
(
仏
滅
後
の
衆
生
に
と
っ
て
)
困
難
で
は
あ
る
が
、
こ
と
わ
り
は
か
(
仏
の
残
さ
れ
た
)
理
に
よ
っ
て
そ
れ
を
測
る
こ
と
は
(
比
較
的
)
容
易
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
(仏
s
の
説
か
れ
た
理
に
つ
い
て
は
)
す
で
に
詳
し
く
経
伝
に
載
せ
ら
れ
、
記
論
に
著
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
イ
ン
タ
ｰ
ネ
ｯ
ト
公
開
許
諾
の
な
い
文
章
に
は
墨
塗
り
処
理
を
施
し
て
い
ま
す
︒
　H
し
ゆう
が
く
は
る
さ
③
④
あ
る
。
「
舟
壑
、
緬
か
に
謝
り
」
、
(
世
尊
は
す
で
に
入
滅
さ
れ
た
)
と
は
い
え
、
像
法
は
な
お
存
在
お
も
　
し
て
い
る
。
(仏
の
)
運
〔実
践
〕
を
感
い
、
風
〔教
説
〕
を
慕
う
に
つ
け
、
日
月
(
の
ご
と
き
仏
の
大
慈
)
は
い
よ
い
よ
深
い
の
で
あ
る
。
　
イ
ソ
ド
　
(
お
り
し
も
)
法
顕
道
人
が
祗
沍
か
ら
(都
建
康
に
)
帰
っ
て
お
い
で
に
な
り
、
(
西
域
那
竭
城
あ
ら
た
く
す
⑧
で
見
聞
さ
れ
た
)
仏
影
の
こ
と
さ
ら
に
霊
か
で
奇
し
い
様
子
を
お
説
き
に
な
ら
れ
た
。
(
そ
れ
に
よ
か
そ
い
わ
お
す
が
た
と
ど
る
と
)
高
峰
の
幽
け
き
巌
の
壁
に
(
画
か
れ
た
仏
影
は
)
、
あ
た
か
も
(
仏
の
真
の
)
形
を
存
め
る
み
め
か
た
ち
か
た
ち
が
ご
と
く
、
容
儀
は
整
っ
て
堂
堂
と
し
、
相
好
を
こ
と
ご
と
く
備
え
、
始
終
を
(
は
っ
き
り
と
)
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
い
つ
も
落
ち
着
い
て
静
か
な
お
姿
を
し
て
お
ら
れ
る
(
と
の
こ
と
で
あ
る
)
。
　
よ
ろ
こ
廬
山
の
(
慧
遠
)
法
師
は
、
(
仏
影
の
)
風
聞
を
耳
に
し
、
(
そ
の
霊
妙
な
お
姿
を
)
お
悦
び
に
な
ら
れ
た
。
そ
こ
で
幽
室
に
お
い
て
(
仏
徳
を
)
賛
嘆
さ
れ
る
や
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
人
気
な
き
巌
ひ
よ
うか
ん
　
山
に
思
い
あ
た
ら
れ
た
。
(
そ
の
巌
山
は
)
北
は
峻
嶺
に
臨
み
、
南
は
彪
澗
に
映
え
る
(
場
所
に
あ
の
こ
さ
れ
た
か
た
ち
る
)
。
(
そ
の
地
に
お
い
て
仏
の
)
遺
量
に
の
っ
と
り
、
(空
の
よ
う
に
)
青
く
(
淡
い
)
色
に
ご
⑪
か
た
ど
と
よ
せ
(
て
、
仏
影
を
画
か
れ
)
た
。
(
慧
遠
法
師
の
こ
の
行
い
は
仏
の
真
の
)
形
を
象
る
こ
と
が
、
か
け
め
な
く
ゆ
き
と
ど
い
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
(仏
の
)
心
を
伝
え
る
こ
と
に
お
い
て
も
か
な
ら
ず
や
ま
た
こ
の
う
え
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
⑫
(慧
遠
法
師
の
門
弟
)
道
秉
道
人
は
、
は
る
ば
る
(
廬
山
か
ら
私
の
い
る
建
康
ま
で
)
お
い
で
に
お
か
ん
が
え
な
り
、
(
慧
遠
法
師
の
)
意
旨
を
述
べ
ら
れ
た
。
(
そ
れ
に
よ
る
と
法
師
は
私
に
廬
山
に
画
か
れ
た
仏
影
の
)
銘
文
を
作
る
よ
う
お
命
じ
に
な
り
、
(そ
の
銘
文
を
廬
山
の
仏
影
台
に
)
彫
り
つ
け
て
下
さ
い
に
し
え
　
　
い
さ
お
そ
な
わ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
古
、
銘
を
作
る
こ
と
が
始
め
ら
れ
た
の
は
、
功
の
被
る
の
(
を
顕
彰
す
る
こ
み
ち
と
)
に
由
来
し
て
い
る
。
(
し
て
み
れ
ぽ
仏
の
)
道
宗
は
崇
大
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
功
績
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
思
慮
が
浅
く
う
わ
つ
ら
の
学
問
し
か
な
い
こ
の
私
が
、
ど
う
し
て
(
こ
の
う
え
な
い
功
の
あ
る
仏
の
銘
を
)
述
べ
作
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
(
仏
の
)
事
跡
は
、
(遠
い
昔
に
)
と
こ
め
ぐ
み
過
ぎ
去
り
、
(
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
)
、
そ
の
永
し
え
の
眷
は
(
い
ま
も
)
つ
き
る
こ
と
が
な
い
。
ゆ
る
し
(
そ
こ
で
)
あ
え
て
劣
薄
(
な
る
こ
の
身
の
あ
り
た
け
)
を
尽
く
し
、
(慧
遠
法
師
の
)
諾
を
も
っ
よ
は
か
り
ご
と
て
心
ひ
そ
か
に
(銘
を
作
る
こ
と
を
)
許
す
の
で
あ
る
が
、
徽
き
猷
〔仏
影
〕
の
秘
奥
は
、
万
に
一
つ
も
写
し
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
願
わ
く
ば
、
(
仏
が
わ
た
く
し
ど
も
衆
生
の
)
誠
心
を
お
く
ふ
く
ろ
う
こ
え
あ
ら
み
と
り
に
な
っ
て
、
群
生
に
感
応
し
、
(悪
声
を
発
す
る
と
い
う
)
飛
鶚
に
も
そ
の
音
を
革
た
め
る
　
機
会
を
与
え
、
(救
い
な
き
)
闡
提
の
徒
に
も
(
六
道
輪
廻
の
苦
し
み
か
ら
)
抜
け
出
ず
る
路
を
お
　
レ
た
ず
さ
と
り
の
ば
ほ
こ
ろ
与
え
に
な
り
、
(
か
く
て
)
と
も
ど
も
に
浄
土
を
尋
ね
、
道
場
に
お
い
て
顔
を
解
ば
せ
た
い
も
の
で
ほ
と
け
こ
た
あ
る
。
聖
は
我
れ
を
欺
く
こ
と
な
く
、
仏
の
境
地
に
致
ら
し
め
、
必
ず
(群
生
の
求
め
に
)
報
え
て
ひ
お
こ
ご
こ
ろ
な
げ
き
下
さ
る
で
あ
ろ
う
。
筆
を
援
き
て
言
葉
を
興
さ
ん
と
す
る
に
、
情
に
慨
を
深
く
す
る
。
註
①
本
文
の
テ
キ
ス
ト
は
、
大
正
新
修
大
蔵
経
(高
麗
本
)
52
巻
『
広
弘
明
集
』
巻
第
十
五
仏
徳
篇
(
大
正
52
・
鵬
・
b
～
c
)
所
収
の
も
の
に
拠
る
。
句
読
は
必
ず
し
も
大
正
蔵
経
の
そ
れ
に
は
従
わ
な
い
。
制
作
年
時
に
つ
い
て
は
一
般
に
義
熙
九
年
(
四
=
ご
)
秋
頃
(
謝
霊
運
二
十
九
歳
)
と
さ
れ
る
が
、
文
中
に
『
六
巻
泥
沍
経
』
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
「
闡
提
」
の
語
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
『
六
巻
泥
沍
経
』
訳
出
(義
熙
十
三
年
十
月
一
日
)
以
降
と
も
考
え
ら
れ
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
(
註
⑥
⑫
⑮
参
照
)
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
「謝
霊
運
の
『
仏
影
銘
』
制
作
年
時
に
つ
い
て
」
(『
佛
教
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
所
報
』
第
5
号
、
昭
和
六
十
二
年
)
を
見
ら
れ
た
い
。
②
難
以
形
檢
こ
こ
に
言
う
「
形
」
と
は
「
仏
影
」
の
「
影
」
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
仏
の
法
身
の
現
象
世
界
で
の
応
現
で
あ
る
色
身
に
つ
い
て
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
慧
遠
む
と
鳩
摩
羅
什
の
問
答
を
記
し
た
『
大
乗
大
義
章
』
に
、
「
仏
変
化
之
形
、
託
生
於
人
、
是
故
む
世
尊
、
表
出
家
之
形
、
殊
妙
之
体
、
以
引
風
俗
」
(
大
正
45
・
恥
・
b
)
と
あ
る
の
も
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。
む
む
③
舟
壑
緬
謝
『
荘
子
』
大
宗
師
に
、
「
夫
蔵
舟
於
壑
、
蔵
山
於
沢
、
謂
之
固
矣
、
然
而
夜
半
有
力
者
負
之
而
走
、
昧
者
不
知
也
」
(舟
を
谷
間
に
か
く
し
、
山
を
沢
の
な
か
に
か
く
し
て
お
い
て
、
こ
れ
で
盗
ま
れ
る
心
配
は
な
い
と
思
う
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
夜
半
に
大
力
の
あ
る
も
の
1
時
の
変
化
が
、
こ
れ
を
背
負
っ
て
逃
走
す
る
。
愚
か
な
者
は
こ
の
事
実
に
気
づ
く
こ
と
が
な
い
〔森
三
樹
三
郎
氏
訳
〕
)
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
時
の
変
化
に
は
い
か
な
る
も
の
も
抗
い
が
た
い
こ
と
を
言
う
。
郭
象
注
、
「
夫
無
力
之
力
、
莫
大
於
変
化
者
也
、
故
乃
掲
天
地
以
趨
新
、
負
山
岳
以
舎
故
、
故
不
暫
停
、
忽
已
渉
新
、
則
天
地
万
物
無
ゆ
　
む
　
時
而
不
移
也
」
。
ま
た
宗
炳
の
『
明
仏
論
』
に
、
「
舟
壑
潜
謝
、
変
速
奔
電
、
将
来
未
至
、
過
去
已
滅
、
見
在
不
住
、
瞬
息
之
頃
、
無
一
毫
可
拠
」
(大
正
52
・
10
・
a
)
と
あ
り
、
何
承
む
む
む
む
コ
天
の
『
釈
均
善
論
』
に
、
「舟
壑
潜
謝
、
仏
経
所
謂
見
在
不
住
、
誠
能
明
之
、
則
物
我
常
虚
」
(大
正
52
・
19
・
b
)
と
あ
る
の
も
そ
の
例
。
④
像
法
こ
の
「
像
法
」
が
単
に
「
仏
教
」
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
正
法
に
対
す
る
像
法
の
意
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
『
仏
影
銘
』
以
外
の
唯
一
の
用
む
む
例
で
あ
る
『
山
居
賦
』
の
「析
曠
劫
之
微
言
、
説
像
法
之
遺
旨
、
乗
此
心
之
一
毫
、
済
彼
生
之
万
理
」
(
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
所
収
)
の
一
文
に
よ
っ
て
も
に
わ
か
に
は
決
し
か
ね
る
。
し
か
し
た
と
え
ば
姚
秦
弘
治
八
年
(
四
〇
六
)
訳
出
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
譬
喩
品
に
、
「
舎
利
ゆ
む
弗
、
是
華
光
仏
滅
度
之
後
、
正
法
住
世
三
十
二
小
劫
、
像
法
住
世
亦
三
十
二
小
劫
」
(
大
正
9
.
1
.
c
)
と
見
え
て
す
で
に
「
像
法
」
の
語
が
現
わ
れ
、
ま
た
羅
什
門
下
僧
叡
の
『
大
む
　
乗
釈
論
序
』
に
、
「
是
以
馬
鳴
起
於
正
法
之
余
、
龍
樹
生
於
像
法
之
末
」
(大
正
5
・
拠
・
c
)
と
あ
っ
て
「
正
法
」
と
「
像
法
」
が
対
比
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
拠
れ
ば
、
謝
霊
運
も
12
「
像
法
」
を
「正
法
に
似
た
教
え
」
の
意
で
使
っ
た
可
能
性
が
強
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
『
大
乗
大
義
章
』
(大
正
45
・
伽
・
c
)
の
「
後
後
五
百
歳
来
」
(
仏
の
入
滅
の
正
法
五
百
年
の
後
の
五
百
年
以
来
)
、
慧
遠
の
『
晋
丈
六
金
像
讃
序
』
(
大
正
52
・
鵬
.
b
)
の
「
末
年
垂
千
紀
」
(
世
尊
の
滅
後
千
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
現
在
で
は
…
…
)
、
ま
た
謝
霊
運
の
『
慧
遠
法
師
誄
』
(大
正
52
・
拑
・
a
)
の
「
可
謂
五
百
之
季
仰
邵
舎
衛
之
風
-
…
・」
　
(
正
法
の
後
の
像
法
五
百
年
の
末
に
、
仰
い
で
舎
衛
の
風
を
邵
ぎ
…
…
)
、
さ
ら
に
僧
叡
の
『
偸
疑
』
(大
正
5
・
41
・
b
)
の
「
昔
漢
室
中
興
、
孝
明
之
世
…
…
於
二
五
之
照
、
当
是
像
法
之
初
」
(
昔
、
漢
室
が
中
興
し
て
よ
り
、
孝
明
帝
の
世
は
…
…
正
法
五
百
年
と
像
法
五
百
年
の
光
照
の
う
ち
、
像
法
の
最
初
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
)
等
の
表
現
を
見
る
と
、
彼
等
の
在
世
し
た
五
世
紀
初
頭
が
仏
滅
後
の
千
年
に
当
る
と
い
う
意
識
が
当
時
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑤
日
月
弥
深
「
日
月
」
は
古
来
、
聖
賢
に
喩
え
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
『
論
語
』
む
む
子
張
第
十
九
に
、
「
仲
尼
日
月
也
、
無
得
而
踰
焉
」
と
あ
る
の
は
孔
子
を
日
月
に
喩
え
た
例
む
む
で
あ
り
、
謝
霊
運
も
「初
発
石
首
城
」
詩
に
、
「
日
月
垂
光
景
、
成
貸
遂
兼
茲
」
と
述
べ
て
宋
の
文
帝
の
恵
み
を
日
月
に
喩
え
て
い
る
が
、
こ
の
『
仏
影
銘
』
に
お
け
る
日
月
は
仏
教
に
お
け
る
至
高
の
存
在
で
あ
る
仏
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
宗
炳
の
『
明
仏
論
』
に
、
「
夫
幽
顕
む
む
一
也
…
…
幽
顕
於
万
世
之
中
、
苦
以
創
悪
、
楽
以
誘
善
、
加
有
日
月
之
宗
、
垂
光
明
照
、
何
縁
不
虚
己
鑚
仰
、
一
変
至
道
乎
」
(
大
正
52
・
10
・
b
)
と
あ
る
の
も
「
日
月
」
が
仏
を
意
味
す
る
用
例
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
以
下
に
引
く
羅
什
や
慧
遠
は
「
日
月
」
を
法
身
に
喩
え
る
。
羅
什
『
大
乗
大
義
章
』
「
真
法
身
者
、
遍
満
十
方
虚
空
法
界
、
光
明
悉
照
無
量
国
土
、
説
法
音
声
、
常
周
十
方
無
数
之
国
、
具
足
十
住
菩
薩
之
衆
、
乃
得
聞
法
、
従
是
仏
身
方
便
現
化
、
常
有
無
量
無
辺
化
仏
、
遍
於
十
方
、
随
衆
生
類
若
干
差
品
、
而
為
現
形
、
光
明
色
像
、
精
麁
不
同
、
如
来
真
身
、
九
住
菩
薩
尚
不
能
見
、
何
況
惟
越
致
及
余
衆
生
、
所
以
者
何
、
仏
法
身
老
、
出
於
三
界
、
不
依
身
口
心
行
、
無
量
無
漏
諸
浄
功
徳
本
行
所
成
、
而
能
久
住
似
若
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
泥
沍
、
真
法
身
者
、
猶
如
日
現
、
所
化
之
身
、
同
若
日
光
」
(
大
正
45
・
m
・
a
)。
慧
遠
む
む
む
む
『
仏
影
銘
』
「
爾
乃
思
沾
九
沢
之
恵
、
三
復
無
縁
之
慈
、
妙
尋
法
身
之
応
、
以
神
不
言
之
化
、
む
む
む
む
む
む
む
む
む
化
不
以
其
所
感
、
慈
不
以
其
所
縁
、
宴
懐
自
得
、
譬
日
旦
麗
天
、
光
影
弥
暉
、
群
品
熈
栄
、
有
情
同
順
、
威
欣
懸
映
之
在
己
、
罔
識
曲
成
之
攸
寄
」
(
大
正
52
・
斯
・
c
)。
羅
什
・
慧
遠
の
両
者
と
も
法
身
を
「
日
月
」
に
喩
え
、
法
身
の
応
現
で
あ
る
慈
悲
を
「
光
明
」
に
喩
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
を
勘
案
す
る
と
謝
霊
運
の
『
仏
影
銘
』
に
お
け
る
「
日
月
」
も
あ
る
い
は
法
身
を
意
識
し
、
そ
の
日
月
か
ら
照
し
出
さ
れ
る
光
が
仏
の
慈
悲
で
あ
る
と
の
意
識
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
⑥
法
顕
道
人
法
顕
は
十
数
年
に
も
及
ぶ
求
法
の
旅
を
終
え
て
、
義
熙
八
年
(
四
一
二
)
七
月
十
四
日
、
青
州
長
広
郡
牢
山
(
山
東
省
肢
州
湾
)
に
漂
着
す
る
(
『
高
僧
法
顕
伝
』
大
正
51
・
跚
・
b
)
。
そ
の
後
、
「
一
冬
一
夏
」
を
過
ご
し
た
の
が
京
口
で
あ
る
か
、
彭
城
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
異
説
が
あ
る
が
、
翌
義
熙
九
年
(
四
;
一)
秋
頃
、
都
建
康
に
入
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
諸
家
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
足
立
喜
六
『
考
証
法
顕
伝
』
鵬
頁
、
湯
用
彫
『
漢
魏
両
晋
南
北
朝
仏
教
史
』
(
一
九
八
三
年
中
華
書
局
)
上
冊
川
頁
、
長
沢
和
俊
『
法
顕
伝
・
宋
雲
行
紀
』
鄭
頁
、
章
巽
『
法
顕
伝
校
証
』
恥
頁
参
照
。
謝
霊
運
と
法
顕
の
会
見
は
、
当
然
、
法
顕
の
建
康
帰
着
以
降
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
ず
、
こ
の
事
例
が
『
仏
影
銘
』
制
作
年
時
の
上
限
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
む
む
⑦
祗
沍
た
と
え
ば
「
石
壁
立
招
提
精
舎
」
詩
に
、
「
敬
擬
霊
鷲
山
、
尚
想
祗
沍
軌
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
法
顕
の
イ
ン
ド
仏
蹟
巡
礼
の
旅
を
仏
陀
説
法
の
遺
蹟
で
あ
る
祇
樹
給
孤
独
園
に
代
表
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑧
具
説
仏
影
偏
為
霊
奇
法
顕
が
那
竭
城
〔現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ソ
北
部
の
』
巴
巴
緯
鑑
近
郊
に
比
定
さ
れ
る
〕
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
目
に
し
た
仏
影
窟
の
見
聞
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
『
高
僧
法
顕
伝
』
は
そ
の
時
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
那
竭
城
南
半
由
延
有
石
室
、
博
山
西
南
向
、
仏
留
影
、
此
中
去
十
余
歩
、
観
之
如
仏
真
形
、
金
色
相
好
光
明
炳
著
、
転
近
転
微
髣
髴
如
有
、
諸
方
国
王
遣
工
画
師
蟇
写
、
莫
能
及
、
彼
国
人
伝
云
、
千
仏
尽
当
於
此
留
影
」
(
大
正
51
・
鵬
・
a
)
。
ま
た
や
や
文
章
に
錯
誤
が
あ
る
も
の
の
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
道
栄
伝
に
、
「
那
竭
城
中
…
…
至
瞿
羅
羅
鹿
見
仏
影
、
入
山
窟
十
五
歩
、
四
面
向
戸
、
遙
望
則
衆
相
炳
然
、
近
看
瞑
然
不
見
、
以
手
摩
之
、
唯
有
石
壁
、
漸
漸
却
行
、
始
見
其
相
、
容
顔
挺
特
、
世
所
希
有
」
(大
正
51
・
㎜
・
c
)
と
あ
り
、
さ
ら
に
仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
観
仏
三
昧
海
経
』
(
大
正
15
・
硼
・
b
～
刪
・
b
)
に
も
那
竭
城
の
仏
影
窟
の
記
述
が
見
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
当
時
、
こ
の
仏
影
窟
が
著
名
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
後
年
、
玄
奘
も
彼
の
地
を
訪
れ
、
見
聞
を
綴
っ
て
い
る
(
『
大
唐
西
域
記
』
大
正
51
・
跚
・
b
～
跚
.
a
)
。
⑨
廬
山
法
師
、
聞
風
而
悦
云
云
廬
山
の
慧
遠
が
仏
影
を
造
立
す
る
に
至
っ
た
原
因
は
、
道
安
以
来
の
釈
尊
へ
の
思
慕
の
念
の
高
ま
り
や
、
『
般
舟
三
昧
経
』
に
よ
る
見
仏
の
思
想
、
ま
た
羅
什
と
の
真
摯
な
問
答
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
た
法
身
と
そ
の
応
現
に
対
す
る
理
解
等
、
さ
ま
ざ
ま
に
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
直
接
の
動
機
と
な
っ
た
の
は
、
「鬮
賓
禅
師
」
や
「
南
国
律
学
道
士
」
か
ら
西
域
那
竭
国
の
仏
影
の
様
子
を
教
え
ら
れ
、
仏
の
霊
妙
な
教
化
が
特
定
の
時
代
の
人
々
に
だ
け
感
応
す
る
も
の
で
は
な
く
、
時
間
・
空
間
を
超
え
て
多
く
の
人
々
の
前
に
応
現
す
る
こ
と
を
慧
遠
が
知
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
そ
の
間
の
事
情
を
慧
遠
は
『
仏
影
銘
』
に
、
「
(
慧
)
遠
昔
尋
先
師
〔
道
安
〕
、
奉
侍
歴
載
、
雖
啓
蒙
慈
訓
、
託
志
玄
籍
、
毎
想
奇
聞
以
篤
其
誠
、
遇
西
域
沙
門
、
輒
餐
遊
方
之
説
、
故
知
有
仏
影
、
而
伝
者
尚
未
暁
然
、
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
及
在
此
山
、
値
麗
賓
禅
師
、
南
国
律
学
道
士
、
与
昔
聞
既
同
、
並
是
其
人
遊
歴
所
経
、
因
其
詳
問
、
乃
多
先
徴
、
然
後
験
神
道
無
方
、
触
像
而
寄
、
百
慮
所
会
、
非
一
時
之
感
、
於
是
悟
m　
徹
其
誠
、
応
深
其
位
、
将
援
同
契
、
発
其
真
趣
、
故
与
夫
随
喜
之
賢
、
図
而
銘
焉
」
(大
正
52
・
期
・
a
)
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
厨
賓
禅
師
」
と
「
南
国
律
学
道
士
」
に
つ
い
て
『
慧
遠
研
究
』
は
そ
れ
ぞ
れ
僧
伽
提
婆
と
法
顕
に
当
て
て
お
り
「
南
国
律
学
道
士
」
に
つ
い
て
は
同
書
鋭
頁
注
37
に
、
「
湯
用
形
氏
(
漢
魏
両
晋
南
北
朝
仏
教
史
上
冊
猫
頁
)
は
、
『
南
国
律
学
道
士
』
に
つ
い
て
、
『
不
レ
知
レ為
二
何
人
ゴ
但
似
レ非
二
法
顕
ご
顕
時
尚
未
二
帰
来
こ
と
い
い
、
法
顕
が
青
州
に
到
着
し
た
の
を
義
熙
八
年
(
四
一
二
)
、
建
康
に
来
た
の
を
同
九
年
(
四
一
三
)
に
あ
て
て
い
る
が
、
謝
霊
運
の
仏
影
銘
序
(広
弘
明
集
巻
一
五
)
に
、
『
法
顕
道
人
至
レ自
二
祗
疸
(寺
×
具
説
三
仏
影
偏
為
二
霊
奇
一…
…
廬
山
法
師
〔慧
遠
〕
聞
レ
風
而
悦
、
於
是
随
謌
喜
幽
室
嚇
即
考
二
空
厳
一......』
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
法
顕
と
見
る
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
法
顕
の
伝
(
高
僧
伝
巻
三
)
を
見
て
も
、
そ
の
事
行
は
、
『
南
国
律
学
道
士
』
と
よ
ば
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
、
謝
霊
運
の
『
仏
影
銘
』
の
、
「
法
顕
道
人
…
…
廬
山
法
師
、
聞
風
而
悦
」
の
一
文
に
よ
っ
て
、
慧
遠
と
法
顕
の
会
見
が
あ
っ
た
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
慧
遠
の
『
仏
影
銘
』
の
「
南
国
律
学
道
士
」
を
法
顕
と
解
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
聞
風
而
悦
」
を
他
の
用
例
を
も
ま
じ
え
て
仔
細
に
検
討
す
る
と
、
「
自
分
は
う
わ
さ
の
発
生
源
か
ら
遠
く
に
い
て
、
そ
の
風
聞
が
耳
に
入
る
」
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
一
文
か
ら
両
者
が
会
っ
た
と
す
る
の
は
や
や
無
理
が
あ
り
、
慧
遠
が
法
顕
の
見
聞
を
何
ら
か
の
形
で
耳
に
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
の
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
間
接
的
伝
聞
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が
極
め
て
強
い
と
言
え
よ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
36
巻
第
2
号
に
掲
載
予
定
の
拙
稿
「
廬
山
慧
遠
の
『
仏
影
銘
』
に
お
け
る
『
南
国
律
学
道
士
』
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
尚
、
「
厨
賓
禅
師
」
の
比
定
に
つ
い
て
は
金
子
寛
哉
氏
に
「
廬
山
慧
遠
の
『
仏
影
銘
』
に
お
け
る
『
厨
賓
禅
師
』
に
つ
い
て
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
21
巻
第
1
号
、
昭
和
四
十
七
年
)
が
あ
る
。
⑩
北
枕
峻
嶺
、
南
映
彪
澗
『
高
僧
伝
』
慧
遠
伝
に
、
「
(
慧
)
遠
乃
背
山
臨
流
営
築
龕
室
」
(大
正
50
・
繝
・
b
)
と
あ
り
、
山
を
背
に
し
、
流
れ
に
臨
ん
で
龕
室
が
営
ま
れ
た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
な
場
所
に
つ
い
て
は
未
詳
。
⑪
寄
託
青
采
次
回
訳
出
予
定
の
『
銘
』
の
部
分
に
、
「
借
空
伝
翠
」
「采
淡
浮
色
」
と
あ
り
、
ま
た
慧
遠
の
『
仏
影
銘
』
に
、
「
淡
虚
写
容
、
払
空
伝
像
」
(大
正
52
・
期
・
a
)
、
『高
僧
伝
』
慧
遠
伝
に
、
「
色
疑
積
空
、
望
似
烟
霧
」
(大
正
50
・
鄰
・
b
)
と
あ
る
の
に
よ
り
、
「
(
空
め
よ
う
に
)
青
く
(
淡
い
)
色
に
こ
と
よ
せ
て
」
と
解
し
た
。
⑫
道
秉
道
人
、
遠
宣
意
旨
云
云
慧
遠
の
『
仏
影
銘
』
に
よ
れ
ぽ
、
「
晋
義
煕
八
年
歳
在
壬
子
(
四
一
二
)
、
五
月
一
日
、
共
立
此
台
、
擬
像
本
山
、
因
即
以
寄
誠
…
…
至
於
歳
次
星
紀
、
赤
奮
若
貞
于
太
陰
之
墟
(
四
一
三
)
、
九
月
三
日
、
乃
詳
檢
別
記
、
銘
之
於
石
…
…
于
時
揮
翰
之
賓
、
僉
焉
同
詠
、
威
思
好
遠
猷
、
託
相
異
聞
」
(
大
正
52
・
鵬
・
b
)
と
あ
り
、
義
熙
八
年
(
四
一
二
)
五
月
一
日
、
「台
」
が
築
か
れ
て
仏
影
が
描
か
れ
、
翌
義
熈
九
年
(
四
一
三
)
九
月
三
日
、
銘
文
が
石
に
刻
ま
れ
て
、
当
時
の
文
筆
の
士
も
ま
た
こ
の
仏
影
を
銘
文
に
作
っ
た
と
あ
る
。
謝
霊
運
も
こ
の
時
、
慧
遠
の
命
を
受
け
た
道
秉
の
依
頼
に
よ
り
「
揮
翰
之
賓
」
の
一
人
と
し
て
銘
文
を
撰
述
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
慧
遠
の
銘
と
と
も
に
「
揮
翰
之
賓
」
の
銘
文
が
廬
山
仏
影
台
に
刻
ま
れ
た
義
熙
九
年
(
四
=
二
)
九
月
三
日
を
以
て
、
謝
霊
運
の
『
仏
影
銘
』
制
作
の
下
限
と
見
る
の
が
一
応
妥
当
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
「
道
秉
道
人
」
に
つ
い
て
湯
用
彫
氏
は
、
「道
禺
(或
即
謝
霊
運
『
仏
影
銘
序
』
中
所
言
之
道
秉
)
」
(前
掲
書
上
冊
㎜
頁
)
と
し
て
、
道
秉
は
十
八
高
賢
の
一
人
、
道
禺
で
は
な
い
か
と
の
推
測
を
行
っ
て
い
る
。
⑬
古
銘
所
始
銘
の
文
体
に
つ
い
て
は
、
陸
機
の
『
文
賦
』
に
、
「
銘
博
約
而
温
潤
」
(『
文
選
』
巻
十
七
)
と
あ
り
、
劉
鰓
の
『
文
心
彫
龍
』
銘
箴
篇
に
、
「
銘
者
、
名
也
、
観
器
必
也
正
名
、
審
用
貴
乎
盛
徳
…
…
戦
代
己
来
、
棄
徳
務
功
、
銘
辞
代
興
、
箴
文
委
絶
…
…
夫
箴
誦
於
官
、
銘
題
於
器
、
名
目
雖
異
、
而
警
戒
実
同
、
箴
全
禦
過
、
故
文
資
碗
切
、
銘
兼
褒
讃
、
故
体
貴
弘
潤
、
其
取
事
也
必
覈
以
弁
、
其
搗
文
也
必
簡
而
深
、
此
其
大
要
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
ふ
く
ろ
う
⑭
飛
鶚
有
革
音
之
期
「
鶚
」
は
不
善
の
人
に
喩
え
る
。
悪
声
を
発
す
る
飛
鶚
が
魯
侯
の
桑
の
実
を
食
べ
て
そ
の
徳
化
に
浴
し
、
そ
の
声
を
改
め
た
こ
と
が
、
『
詩
経
』
魯
頌
津
水
に
、
　
む
「
翩
彼
飛
鶚
、
集
于
津
林
、
食
我
桑
羅
、
懐
我
好
音
、
憬
彼
淮
夷
、
来
献
其
環
、
元
亀
象
歯
、
大
賂
南
金
」
と
記
さ
れ
る
。
『
毛
伝
』
は
、
「
鶚
、
悪
声
之
鳥
也
、
羅
、
桑
実
也
」
と
注
し
、
『
正
義
』
に
は
、
「
彼
飛
鶚
悪
声
之
鳥
、
今
来
集
止
於
我
津
水
之
林
、
食
我
津
宮
之
桑
羅
、
帰
我
好
善
之
美
音
、
悪
声
之
鳥
食
桑
騏
而
変
音
、
喩
不
善
之
人
感
恩
恵
而
従
化
」
と
あ
る
。
⑮
闡
提
獲
自
抜
之
路
「
闡
提
」
と
は
、
「
断
善
根
」
「信
不
具
足
」
な
ど
と
漢
訳
さ
れ
、
仏
道
を
修
す
べ
き
善
根
を
断
じ
て
い
て
無
信
心
で
あ
り
、
永
久
に
成
仏
し
え
な
い
者
1
「
一
闡
提
」
(
Ic
c
h
a
n
tik
a
)
S
略
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
水
谷
幸
正
氏
の
「
一
闡
提
攷
」
(
『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
40
号
)
お
よ
び
高
崎
直
道
氏
の
『
如
来
蔵
思
想
の
形
成
』
附
表
2
に
よ
れ
ば
、
「
一
闡
提
」
が
漢
訳
さ
れ
て
最
初
に
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
法
顕
請
来
に
か
か
る
『
六
巻
泥
疸
経
』
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
「
譬
如
明
珠
著
濁
水
中
、
水
即
澄
清
、
投
之
淤
泥
、
不
能
令
清
、
此
摩
訶
衍
般
泥
疸
経
亦
復
如
是
、
著
諸
衆
生
五
無
間
罪
犯
四
堕
法
濁
水
中
、
猶
可
澄
清
発
菩
提
心
、
投
一
闡
提
淤
泥
中
、
百
千
万
歳
不
能
清
起
菩
提
因
、
所
以
者
何
、
無
善
根
故
」
(
大
正
12
・
脱
・
a
)
の
よ
う
に
、
五
無
間
罪
・
四
堕
法
を
犯
し
た
者
で
さ
え
菩
提
心
を
起
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
善
根
な
き
一
闡
提
は
未
来
永
劫
、
菩
提
の
因
を
起
す
こ
と
は
な
い
と
説
か
れ
る
。
謝
霊
運
も
こ
の
意
味
で
14
「
闡
提
」
の
語
を
使
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
『
出
三
蔵
記
集
』
所
収
の
「
六
巻
泥
沍
記
第
十
八
出
経
後
記
」
(
大
正
5
・
60
・
b
)
に
よ
れ
ば
『
六
巻
泥
疸
経
』
の
訳
出
は
義
熙
十
三
年
(
四
一
七
)
十
月
一
日
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
謝
霊
運
の
『
仏
影
銘
』
が
作
ら
れ
た
の
が
通
常
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
義
熈
九
年
(
四
1
111)
s
秋
だ
と
す
る
と
、
謝
霊
運
は
『
六
巻
泥
涯
経
』
訳
出
の
四
年
も
前
に
「
闡
提
」
の
語
を
す
で
に
知
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
年
時
の
推
定
に
齟
齬
を
来
す
こ
と
に
な
る
。
『
六
巻
泥
疸
経
』
の
訳
出
以
前
に
、
謝
霊
運
が
法
顕
か
ら
直
接
口
頭
で
「
闡
提
」
の
語
の
存
在
を
教
え
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
矛
盾
は
生
じ
な
い
が
、
そ
う
す
る
と
法
顕
に
は
梵
本
を
読
み
、
そ
れ
を
漢
語
に
移
し
換
え
る
能
力
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
む
し
ろ
謝
霊
運
の
『
仏
影
銘
』
制
作
年
時
を
『
六
巻
泥
疸
経
』
が
訳
出
さ
れ
た
義
熙
十
三
年
以
降
ま
で
引
き
下
げ
る
の
が
あ
る
い
は
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
請
来
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
思
想
を
さ
っ
そ
く
自
己
の
文
章
に
用
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
「
衣
裳
器
物
は
多
く
旧
制
を
改
む
」
(
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
)
と
さ
れ
、
と
か
く
新
奇
を
好
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
謝
霊
運
の
性
格
の
反
映
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
(未
完
)
朝
鮮
通
信
使
招
聘
に
お
け
る
彦
根
藩
仏
教
寺
院
の
役
割
竹
内
真
道
0
江
戸
時
代
、
徳
川
幕
府
は
、
豊
臣
秀
吉
の
侵
略
に
よ
り
断
絶
し
て
い
た
朝
鮮
と
の
国
交
を
回
復
す
②
る
た
め
、
朝
鮮
か
ら
の
通
信
使
を
招
聘
し
、
こ
れ
に
よ
り
西
暦
一
六
〇
七
年
よ
り
一
八
一
一
年
ま
で
③
④
計
十
二
回
、
朝
鮮
よ
り
三
百
名
か
ら
五
百
名
に
の
ぼ
る
通
信
使
一
行
が
来
日
し
た
。
通
信
使
一
行
は
、
対
馬
の
宗
茂
が
同
行
し
て
船
で
瀬
戸
内
海
へ
入
り
、
大
坂
よ
り
川
舟
に
乗
り
淀
浦
に
上
陸
し
、
京
都
へ
行
く
。
京
都
か
ら
は
東
海
道
を
草
津
へ
下
り
、
そ
こ
か
ら
琵
琶
湖
畔
の
浜
街
道
を
通
っ
て
鳥
居
本
か
ら
垂
井
へ
出
、
美
濃
路
を
通
っ
て
名
古
屋
を
経
、
東
海
道
を
江
戸
へ
と
向
か
⑤
⑥
っ
た
。
途
中
、
近
江
の
彦
根
で
は
、
浄
土
宗
の
宗
安
寺
が
そ
の
宿
所
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
今
ま
で
宗
安
寺
に
は
通
信
使
に
関
す
る
文
献
は
何
も
な
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
宝
暦
十
三
年
の
『
朝
鮮
人
御
馳
走
御
用
御
入
用
積
作
事
方
萬
仕
様
帳
』
(
以
下
『
萬
仕
様
帳
』
と
略
す
)
と
い
う
記
録
が
見
つ
か
っ
た
。
以
下
は
こ
の
『
萬
仕
様
帳
』
を
中
心
に
、
通
信
使
来
日
時
の
彦
根
藩
仏
教
寺
院
の
役
割
に
つ
い
て
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
『萬
仕
様
帳
』
に
は
、
寛
延
元
年
の
時
の
通
信
使
一
行
の
彦
根
で
の
宿
所
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
ょ
る
と
、
三
使
旅
館
宗
安
寺
(浄
土
宗
)
中
官
宿
大
信
寺
(浄
土
宗
)
下
官
宿
明
性
寺
(浄
土
真
宗
本
願
寺
派
)
官
人
荷
物
宿
蓮
華
寺
(日
蓮
宗
)
長
老
宿
江
国
寺
(臨
済
宗
妙
心
寺
派
)
長
老
宿
下
宿
善
照
寺
(浄
土
真
宗
本
願
寺
派
)
松
原
庄
右
衛
門
通
詞
下
知
役
宿
上
魚
屋
町
八
右
衛
門
同
町
久
左
衛
門
通
詞
宿
願
通
寺
(真
宗
大
谷
派
)
法
蔵
寺
(浄
土
真
宗
本
願
寺
派
)
理
応
院
白
壁
町
源
右
衛
門
同
町
伝
次
紺
屋
町
伝
介
元
川
町
弥
次
兵
衛
上
魚
屋
町
九
兵
衛
職
人
町
伝
兵
衛
下
魚
屋
町
角
田
半
四
郎
本
町
磯
部
三
郎
兵
衛
(寺
院
名
下
の
括
弧
内
は
現
在
の
宗
旨
を
筆
者
が
記
入
)
と
あ
る
。
通
信
使
一
行
が
宗
安
寺
を
中
心
に
、
そ
の
近
辺
の
寺
院
、
さ
ら
に
は
武
家
、
町
人
の
屋
敷
に
、
役
職
別
に
分
宿
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
来
、
宗
安
寺
が
通
信
使
一
行
の
宿
所
と
い
わ
れ
て
き
⑦
た
が
、
そ
れ
は
三
使
(
正
使
・
副
使
・
従
事
官
)
の
宿
所
で
あ
っ
て
、
中
官
や
下
官
等
は
他
の
寺
院
に
宿
泊
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
寺
院
も
浄
土
宗
、
真
宗
、
禅
宗
、
日
蓮
宗
と
あ
ら
ゆ
る
宗
派
に
わ
た
っ
て
い
る
。
さ
て
、
通
信
使
一
行
宿
泊
に
あ
た
り
、
『
萬
仕
様
帳
』
に
は
寛
延
元
年
の
御
作
事
方
御
修
覆
仕
様
と
し
て
、
宗
安
寺
で
は
本
堂
南
縁
之
間
仏
壇
取
の
希
廻
り
屏
風
囲
同
壱
分
木
綿
紺
御
幕
二
而
仕
切
壱
官
居
所
二
補
理
同
湯
殿
雪
隠
建
同
所
続
東
之
間
を
右
同
段
二
囲
上
判
事
押
物
判
事
次
上
判
事
居
所
二
補
理
同
湯
殿
雪
隠
建
